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ご
く
あ
た
り
ま
え
の
小
学
校
の
放
課
後
の
風
景
に

も
見
え
る
が
、
こ
の
写
真
は
2
0
1
1
年
3
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら
12

年
後
の
大
熊
町
立
熊
町
小
学
校
（
福
島
県
）
の
教
室

の
様
子
で
あ
る
。
発
災
直
後
、
ラ
ン
ド
セ
ル
も
持
た

ず
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
熊
町
小
学
校

児
童
の
様
子
を
ま
る
で
克
明
な
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

の
よ
う
に
凍
結
し
て
物
語
っ
て
い
る
。
地
震
当
日
、

在
籍
し
て
い
た
児
童
約
3
3
0
人
は
、
ま
ず
校
庭
に

避
難
し
、
そ
の
ま
ま
学
校
を
離
れ
、
避
難
指
示
が
出

た
翌
12
日
に
は
町
外
に
退
去
し
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
そ
の
後
、
警
戒
区
域
、
帰
還
困
難
区

域
、
そ
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
の
用
地
と
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
立
ち
入
り
の
出
来
な

か
っ
た
熊
町
小
学
校
は
2
0
2
4
年
2
月
に
3
日
間

の
み
一
時
開
放
さ
れ
、
当
時
の
生
徒
た
ち
は
一
部
の

私
物
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
写
真
に

映
っ
て
い
る
の
は
、
発
災
当
時
の
風
景
そ
の
ま
ま
で

は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
当
時
の
あ
わ
た
だ
し
さ

は
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

現
在
、
大
熊
町
で
は
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
た
め
、
こ
の
写
真
の
現
場
に
立
ち
会
う

こ
と
と
な
っ
た
。
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
自

治
体
が
文
化
財
保
存
活
用
の
地
域
計
画
を
立
て
る
と

い
う
こ
と
は
前
代
未
聞
だ
が
、
震
災
・
原
発
事
故
以

前
の
あ
た
り
ま
え
の
日
常
自
体
が
、
大
切
な
記
憶
で

あ
り
、
地
域
づ
く
り
の
手
が
か
り
で
あ
る
と
い
う
考

え
か
ら
、
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

熊
町
小
学
校
の
場
所
は
中
間
貯
蔵
施
設
用
地
の
一

部
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
建
物
を
取
り
壊
す
計
画

は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。
む
し
ろ
、
原
発
事
故
と
そ

の
後
の
対
応
の
世
界
史
的
な
教
訓
の
場
と
し
て
、
う

ま
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
な
い
か
に
つ
い
て
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
教
室
内
の
風
化
し
や
す

い
私
物
を
含
め
、
帰
還
困
難
区
域
内
の
建
物
全
体
を

町
単
独
で
保
存
す
る
の
は
、
な
か
な
か
荷
が
重
い
の

も
事
実
で
あ
る
。
世
界
か
ら
知
恵
と
熱
意
を
集
め
、

何
と
か
う
ま
い
解
決
策
を
見
出
し
た
い
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
に
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル
に
も
、
こ
う
し
た
施
設

は
な
い
ら
し
い
。
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
、
長
崎
の
平

和
祈
念
像
に
次
ぐ
世
界
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
な

り
え
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
熊
町
小
学
校
は
そ
の
後
、
ほ
か
の
町
立
小
・

中
学
校
と
統
合
し
て
、
2
0
2
2
年
4
月
に
大
熊
町

立
学
び
舎
ゆ
め
の
森
と
い
う
と
て
も
モ
ダ
ン
な
複
合

施
設
と
し
て
、
か
つ
て
の
校
舎
の
位
置
か
ら
西
へ
約

2
・
8
㎞
の
と
こ
ろ
に
開
校
し
て
い
る
。

熊町小学校の教室風景；2023年7月21日撮影（福島県大
おお

熊
くま

町
まち

）〔写真提供：西村 幸夫氏〕

写真募集
表紙に掲載する写真を募集し
ています。採用者には、図書カ
ード（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名
及び撮影場所・日時を明記し
て下さい。
なお、採否は当方に一任願い
ます。
送り先：全国町村会・広報部

熊
町
小
学
校
の
今
後

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長

西に
し

村む
ら

　
幸ゆ

き

夫お

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

個
別
避
難
計
画
作
成
の
推
進
に
つ
い
て　

内
閣
府
防
災
担
当　

避
難
生
活
担
当
参
事
官
室
�
�
�
⑵

九
州
で
一
番
小
さ
な
町
か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り
と
未
来
都
市
＝
福
岡
県
吉
富
町
�
�
�
�
�
�
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
・
日
本
一
女
性
が
住
み
た
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な
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１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
近
年
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
５
月
に
災

害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
や

障
害
者
等
の
要
配
慮
者
の
う
ち
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
避
難
の
際
に
支

援
が
必
要
な
避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い

て
、
地
域
の
福
祉
や
自
治
会
等
の
関
係
者

そ
し
て
避
難
行
動
要
支
援
者
に
、
災
害
や

避
難
を
自
分
ご
と
と
し
て
受
け
止
め
て
い

た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
避
難
に
つ

な
が
る
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
市
町
村

の
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。　

２２
　
国
の
取
組

　
国
の
取
組

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
取
組
指
針
を
作

成
し
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
手
順
等
を

示
す
と
と
も
に
、
取
組
指
針
を
見
や
す
く

整
理
し
た
手
引
き
を
作
成
し
提
供
し
て
い

ま
す
。

予
算
事
業
と
し
て
、
個
別
避
難
計
画
の

作
成
に
取
り
組
む
自
治
体
を
対
象
と
し
て

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、各
地
に
お
け
る
取
組
の
促
進
を
図
り
、

成
果
発
表
会
、
報
告
書
、
会
議
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
好
事
例
の
横
展

開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
避
難
計
画
作
成
の
取
組
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
な
ど
、
計
画
づ
く
り

の
取
組
に
お
い
て
困
難
を
抱
え
る
町
村
等

に
対
し
て
、
実
際
に
計
画
を
作
成
し
た
経

験
の
あ
る
自
治
体
職
員
で
あ
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
派
遣
し
、
同
じ
自
治
体
職
員
の
目

線
で
一
緒
に
考
え
、
助
言
等
の
支
援
を
行

う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
町
村
等
の
職
員
の
方

に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
、
町
村
の
実
情
を
踏
ま
え
た
支
援
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
む
町
村
等
に
対
す
る
、

都
道
府
県
に
よ
る
支
援
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
め
ざ
し
、
所
管
省
庁
で
あ
る
内
閣
府

と
消
防
庁
の
ほ
か
、
関
係
省
庁
で
あ
る
こ

ど
も
家
庭
庁
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通

省
等
の
関
係
省
庁
の
参
画
を
得
て
、
都
道

府
県
個
別
避
難
計
画
推
進
会
議
を
開
催
し

て
い
ま
す
。（
年
度
内
に
４
回
開
催
）

令
和
７
年
度
予
算
案
に
お
い
て
も
個
別

避
難
計
画
の
作
成
の
推
進
に
関
す
る
も
の

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
個
別
避
難
計
画
が
災

害
対
策
基
本
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
令
和

３
年
度
か
ら
、
個
別
避
難
計
画
等
の
作
成

に
要
す
る
経
費
は
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
単
位
費
用
算
定
の
基
礎
に
お

い
て
、
人
口
十
万
人
の
標
準
団
体
あ
た
り

約
４
０
０
万
円
で
あ
る
こ
と
が
、
地
方
交

付
税
制
度
解
説
（
単
位
費
用
編
）（
一
般

財
団
法
人
地
方
財
務
協
会
刊
）
に
お
い
て

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

３３
　
町
村
の
取
組

　
町
村
の
取
組

内
閣
府
が
実
施
し
て
い
る
モ
デ
ル
事
業

に
は
町
村
か
ら
も
参
画
い
た
だ
い
て
お

り
、
好
事
例
と
し
て
横
展
開
を
図
っ
て
い

る
団
体
に
は
、
次
の
よ
う
な
町
や
村
の
取

組
が
あ
り
ま
す
。

○�

群
馬
県
榛
東
村　

以
前
か
ら
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
住

民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
い
か
し
て
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○�

福
井
県
永
平
寺
町　

自
治
会
、
民
生
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
施
設
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
が
参
加
す

る
避
難
行
動
要
支
援
者
協
議
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
障

害
者
団
体
が
参
加
す
る
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○�

高
知
県
黒
潮
町　

従
来
か
ら
あ
る
福
祉

避
難
所
協
議
会
等
を
活
用
し
て
関
係
者

（
福
祉
事
業
者
）
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
福
祉
専
門
職
、
地
域
住
民
、

避
難
行
動
要
支
援
者
本
人
の
参
画
を
得

て
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
や
訓

練
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
（
お
試

し
避
難
訓
練
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と

内閣府防災担当　避難生活担当参事官室内閣府防災担当　避難生活担当参事官室
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い
う
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
、
集
落
支
援
員
、
会
計
年
度

任
用
職
員
等
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
取
り

組
む
等
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

４４
　
取
り
組
み
や
す
く
す
る

　
取
り
組
み
や
す
く
す
る

個
別
避
難
計
画
が
災
害
対
策
基
本
法
に

位
置
付
け
ら
れ
て
か
ら
３
年
を
超
え
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
計
画
を
作
成
で
き
て
い
な

い
町
村
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、計
画
を
作
成
し
て
い
る
も
の
の
、

な
か
な
か
取
組
を
各
地
区
に
広
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
町
村
等
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
実
際
に
個
別

避
難
計
画
を
作
成
し
た
経
験
の
あ
る
市
町

村
の
職
員
で
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま

の
声
を
お
聞
き
す
る
な
ど
し
て
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取

り
組
み
や
す
く
な
る
か
、図
１
に
ま
と
め
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
か
た
ち
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
取
組
の
参
考
と
し
て
く
だ

さ
い
。

５５
　
い
ろ
い
ろ
な
計
画
づ
く
り

　
い
ろ
い
ろ
な
計
画
づ
く
り

個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る
方
法
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
り
ま
す
。

大
き
く
分
け
る
と
、
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能 ▲住民支え合いマップづくりの様子（群馬県榛東村）▲住民の支援と個別の避難計画を決める様子（群馬県榛東村）

▲お試し避難訓練の様子（高知県黒潮町）

▲�看護職等いろいろな関係者と一緒に計画に取り組む様子（福
井県永平寺町）

▲�動画により個別避難計画に関する周知を図る様子（福井県永平寺町）�
（出典）永平寺町役場チャンネル　https://www.youtube.com/watch?v=Q8e890xZPxQ

▲地域の関係者が集まり計画を作成する様子（高知県黒潮町）
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【
市
町
村
支
援
の
個
別
避
難
計
画
】
福

祉
専
門
職
等
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
市

町
村
が
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
関
係
者
が

意
見
交
換
し
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。

【
本
人
・
地
域
記
入
の
個
別
避
難
計
画
】

必
要
に
応
じ
て
、
ご
家
族
や
地
域
の
方
と

相
談
し
な
が
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
が
記

入
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
町
や
村
に
お
い
て
、【
市
町

村
支
援
の
個
別
避
難
計
画
】
の
方
法
で
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
て
、
計
画
づ
く
り
の
取

組
が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
で
お
悩

み
の
場
合
、【
本
人
・
地
域
記
入
の
個
別

避
難
計
画
】
の
方
法
、
具
体
的
に
は
、
次

の
よ
う
な
進
め
方
で
取
り
組
む
こ
と
に
つ

い
て
、
一
度
、
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

○�

避
難
行
動
要
支
援
者
に
郵
送
等
で
様
式

を
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
浸
水
深
等

の
自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
、
最
寄
り
の
避

難
先
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○�

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
返
送

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
必
要
な
場
合

に
は
、
ご
家
族
や
地
域
の
方
と
相
談
し

て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○�

返
送
が
あ
っ
た
個
別
避
難
計
画
に
つ
い

て
、記
入
も
れ
等
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

○�

記
入
も
れ
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
返
信

が
な
い
等
の
場
合
に
は
、本
人
（
家
族
）

へ
の
電
話
や
訪
問
に
よ
り
、
確
認
や
支

援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、【
本
人
・
地
域
記
入
の
個
別
避

難
計
画
】
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
が
、
災
害
時
の
避
難
を
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
と
い
う
場
合
に
は
、
一
度
、
避
難
先

ま
で
行
っ
て
み
て
、
そ
の
す
ぐ
あ
と
、
た

ア
プ
ロ
ー
チ
①

ア
プ
ロ
ー
チ
②

▲�図１　�個別避難計画の作成に取り組むみなさまへ（令和５年１月（令和６年11月追補）内閣府）�
https://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisyagyousei/r6kohou.html

▲�県総合防災訓練で個別避難計画を取り上げた例（新潟
県関川村）

市町村や関係団体等のみなさまが個別避難計画の作成により取り組みやすくなるために
～ 先行して取り組む自治体や関係者の経験を踏まえ ～

●避難行動要支援者名簿に記載等されている方は、全員、等しく優先度が高いと整理することや、ノウハウを蓄積するために、試行的な取
組をすることは、問題ありません。まずは、作成への一歩を踏み出してみましょう。

●できることから、できる方法で、まず、行動してみましょう。

●個別避難計画の作成に取り組む庁内・庁外の連携体制や様式等、そして、作成した一つ一つの計画の内容は、最初から100点満点である
必要はありません。

●うまくいったことや、うまくいかなかったことなどの経験や地域の実情などを踏まえて、少しずつ体制や様式等の改善、そして、記載内
容の充実へと、だんだんと良いものにしていきましょう。

●優先度は、できるだけ早期に作成するための手段であり、優先度を考えること自体が目的ではないので、あまりとらわれないようにしま
しょう。

●個別避難計画を一つ作成できれば、その経験を元に、反復や応用、発展が可能です。徐々によいものにしていきましょう。

●現時点で解決できない課題は、一旦、対応を保留し、まずは今できる方法で作成を進めていきましょう。

●個別避難計画は、関係者がみんなでスクラムを組む気持ちで取り組みましょう。

●困ったことがあったら、ともに個別避難計画に取り組む全国の市町村、都道府県、内閣府などに、相談してみてくださ
い。みんなで一緒に考えていきましょう。

●避難支援等実施者は、その負担を考慮して、複数で役割を分担することもよいことでしょう。また、今は記載等できなくても、今後の調
整の中で、段階的に記載等していくことも考えられること、そして、個人でなく、福祉事業所やボランティア団体、自主防災組織や自治
会などの組織や団体も考えられることを思い出してみましょう。

●避難行動要支援者名簿に記載等されている方全員について５年間で作成することが求められているわけではありません。このような方々
のうち、想定されている浸水深が大きいなどのハザードが厳しいところにお住まいである、要介護状態区分が高い、障害の程度が重いな
ど、優先度が高いとそれぞれの市町村が考えた方について、令和３年から５年程度で作成することをひとまずの目標とすることが示されて
います。

●個別避難計画に取り組む目的は、避難の可能性を高めることなので、「作成すること」＝「避難の実効性を高めること」と考えてみては
どうでしょうか。

住んでる場所でどんな災害が起きるのか、また、実際に避難先に行ってみて、避難先がどこかを知ることなどで避難の実効性を高める
ことができます。
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と
え
ば
避
難
先
か
ら
の
帰
り
道
に
、
み
ん

な
で
今
日
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
そ
の

日
あ
っ
た
こ
と
を
紙
（
様
式
）
に
書
き
込

む
と
い
っ
た
方
法
（
ひ
な
ん
さ
ん
ぽ
）
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
都
道
府
県
の
総

合
防
災
訓
練
等
の
場
を
活
用
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

６６
　
お
わ
り
に

　
お
わ
り
に

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
は
、
日
々
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
直
面
さ
れ
、
そ
の
中
に
は

一
人
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題

等
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
等
に
直
面
し
た
場
合

に
は
、
都
道
府
県
や
内
閣
府
に
相
談
で
き

る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

都
道
府
県
に
対
し
て
は
、
市
町
村
の
取

組
に
寄
り
添
い
一
緒
に
考
え
る
、
い
わ
ゆ

る
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、内
閣
府
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

制
度
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
ご
不
明
の

点
等
あ
れ
ば
、
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
内

閣
府
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の

ほ
か
、
会
議
や
研
修
等
で
説
明
を
し
て
ほ

し
い
と
い
っ
た
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

内
閣
府
の
職
員
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
く
わ
し
い
情
報

内
閣
府
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ

�

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援

に
関
す
る
こ
と

�h
ttp
s://w

w
w
.b
o
u
sa
i.g
o
.jp
/

ta
isa
k
u
/h
isa
isya

g
yo
u
sei/

yoshiensha.htm
l

○
お
問
い
合
わ
せ
先

�

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
避
難
生
活
担
当
）
付　

個
別
避
難
計
画
担
当

０
３

-

５
２
５
３

-

２
１
１
１（
代
表
）

０
３

-

３
５
０
１

-

５
１
９
１（
直
通
）

　「町村 .com」は、町村関
係者の方だけがご利用いた
だける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名
とパスワードは、各町村に
お知らせ（平成18年9月27
日付）しております。 お問
い合わせは、全国町村会広
報部（kouhou@zck.or.jp）ま
でお願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員の皆さまの情報収集の利便性

を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。

　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時ご提供し、町村関係者

にとって役立つホームページとなることをめざし、これからも充実を図ってまいります。ご感想・

ご意見は、下記のメールアドレスにお寄せください。

リニューアルしました！町村専用ページ「町村 .com」

 https://www.zck.or.jp/choson/

お問い合わせは
こちら

詳しくはWebへ
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吉
富
町
の
概
要

九
州
で
一
番
小
さ
な
町
は
、
東
西
に
1
・

8
㎞
、
南
北
に
4
・
0
㎞
、
面
積
5
・
72

㎢
の
車
で
あ
れ
ば
５
分
弱
で
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
コ
ン
パ
ク
ト
さ
。
そ
ん
な

九
州
一
小
さ
な
町
、
吉
富
町
の
特
徴
は
小

さ
い
け
れ
ど
田
舎
す
ぎ
ず
都
会
す
ぎ
な
い
、

歴
史
や
伝
統
文
化
等
の
魅
力
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
一

級
河
川
の
山
国
川
を
県
境
に
か
ら
あ
げ
の

聖
地
で
有
名
な
大
分
県
中
津
市
、
海
の
幸

が
豊
富
な
豊
前
海
に
面
し
て
い
て
、
美
味

し
い
食
文
化
や
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
こ
の
ま
ち
の
魅
力
の
ひ
と

つ
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
町
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
と
同
じ
４
年
に

一
度
、
神
様
が
相
撲
を
と
り
ま
す
。
鎌
倉

時
代
な
ど
に
作
ら
れ
た
古
い
傀
儡
子
（
く

ぐ
つ
／
操
り
人
形
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る

も
の
）
を
使
い
、
相
撲
を
奉
納
す
る
神
事

は
大
変
め
ず
ら
し
く
、
こ
の
貴
重
な
遺
産

を
一
目
見
よ
う
と
町
の
北
部
に
位
置
す
る

八
幡
古
表
神
社
に
全
国
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

気
候
は
年
間
を
通
じ
て
雨
量
も
少
な
く
、

瀬
戸
内
海
型
に
区
分
さ
れ
る
乾
燥
・
多
照

の
平
均
気
温
16
～
17
℃
で
冬
は
暖
か
く
、

夏
は
涼
し
い
暮
ら
し
や
す
い
温
暖
な
地
域

で
す
。
吉
富
町
も
人
口
減
少
は
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
町
の
子
育
て
支
援
、
移
住
定

住
支
援
の
施
策
の
充
実
で
、
平
成
29
年
に

は
増
加
に
転
じ
る
な
ど
、
人
口
減
に
一
定

の
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
吉
富
町
で

は
、
今
後
も
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応
を
重
点
化
し

た
政
策
と
こ
ど
も
た
ち
が
夢
を
抱
き
、
将

来
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲一級河川山国川の空撮（左：吉富町　右：大分県中津市）

福岡県

吉富町

吉よ
し

富と
み

町ま
ち

福
岡
県

九
州
で
一
番
小
さ
な
町
か
ら
始
ま
る

健
康
づ
く
り
と
未
来
都
市
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増
高
す
る
医
療
費

吉
富
町
で
は
医
療
費
及
び
介
護
給
付
費
の

増
高
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
医
療

費
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
ほ
ぼ
毎

年
度
、
高
医
療
費
市
町
村
に
指
定
さ
れ
、
令

和
4
年
度
の
1
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
約
47

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
状
況
で
す
。
疾

患
別
内
訳
で
は
、
悪
性
腫
瘍
、
精
神
疾
患
、

生
活
習
慣
病
に
比
重
が
大
き
く
、
こ
れ
に
付

随
す
る
よ
う
に
介
護
保
険
に
お
い
て
も
認
定

率
は
17
・
8
％
、
１
人
あ
た
り
の
介
護
給
付

費
は
31
・
2
万
円
と
５
年
前
と
比
較
し
て
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
を
あ
げ
て
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
医
療
費
・
介
護
給
付
費
の
抑
制

を
め
ざ
し
た
吉
富
町
の
取
組
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

介
護
予
防
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業

令
和
５
年
12
月
1
日
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
65
歳
以
上
を
対
象
に
、
日
常
の
通
い
の

場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
の
中
に
「
自

助
や
共
助
」
と
い
っ
た
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
的
に
計
画
し
、
高
齢
者
が
行

う
健
康
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
介

護
予
防
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
評
価
し
、

取
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
や
地
域
の
公

共
交
通
機
関
の
利
用
券
に
交
換
で
き
る
も
の

で
す
。
参
加
申
込
を
し
た
方
に
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
交
付
し
、
町
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
介
護
予
防

教
室
に
参
加
し
た
り
、
住
民
主
体
の
活
動
団

体
が
行
う
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
に
参

加
し
た
り
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
ま

す
。
現
在
の
受
付
団
体
は
54
団
体
、
参
加
者

数
は
３
６
４
名
と
な
り
、
町
の
65
歳
以
上
の

人
口
の
約
17
・
6
％
に
あ
た
る
数
字
で
あ
り
、

い
ま
だ
増
加
傾
向
で
す
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
検
討
過
程
に
お
い
て
重
視
し
て
き
た
こ
と

は
、
大
き
く
分
け
る
と
①
す
べ
て
の
住
民
の

た
め
の
仕
組
み
と
な
る
こ
と
、
②
こ
れ
ま
で

▲

�

町
広
報
紙
に
よ
る
「
介
護
予
防
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
特
集

▲１400年も前から歴史のある八幡古表神社 ▲４年に一度開催される神相撲の様子

▲
�

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
開
催

▲

介
護
予
防
教
室
に
参
加
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ま
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の
地
域
住
民
の
取
組
を
活
か
す
仕
組
み
と
す

る
こ
と
、
③
運
用
展
開
に
お
い
て
創
意
工
夫

が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
の

３
つ
で
す
。

同
時
に
、
住
民
同
士
が
気
に
か
け
あ
う
関

係
性
を
深
め
る
た
め
の
「
地
域
づ
く
り
へ
の

支
援
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
既
に
あ
る
地

域
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
う
関
係
性
を
共
有

し
、
地
域
住
民
の
主
体
性
を
最
も
尊
重
し
、

関
わ
る
住
民
の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で
、
行

政
か
ら
必
要
な
範
囲
で
活
動
を
応
援
す
る
と

い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
視
点
を
重
視
す
る
た

め
に
、
５
回
の
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
町
民
の
間
で
口
コ
ミ
に
よ
り
事
業
が
浸

透
し
て
い
く
と
い
う
副
次
的
な
効
果
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

基
盤
体
制
を
支
え
る
「
互
助
や
共
助
」
と

い
っ
た
意
識
の
醸
成
も
通
い
の
場
の
担
い
手

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
、
将
来
の

医
療
・
介
護
に
対
す
る
課
題
解
決
策
を
、
小

さ
な
町
で
あ
る
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
見
え
る
、
ち
ょ
っ
と
良
い
町
、
ち
ょ
う
ど

イ
イ
町
“
九
州
で
一
番
小
さ
な
町
”
か
ら
発

信
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
新
た
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
事
業

よ
し
と
み
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
65

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動
を
対

象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
今
年
度
よ
り
開

始
し
た
「
吉
富
町
健
幸
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
事

業
」
は
個
人
の
活
動
を
評
価
す
る
も
の
に
な

り
ま
す
。
お
気
付
き
の
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、 “
健
康
”
を
“
健
幸
”
と
し
て

い
る
の
は
、「
町
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
株
式
会
社
タ
ニ
タ
ヘ
ル

ス
リ
ン
ク
に
事
業
を
一
部
委
託
し
て
お
り
、

40
歳
以
上
の
参
加
者
が
専
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
活
動
量
計
を
用
い
て
計
測

し
た
日
々
の
歩
数
や
、
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
る
体
組
成
計
で
自
身
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
、
取
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て

商
品
券
等
と
交
換
で
き
ま
す
。

専
用
ア
プ
リ
で
は
、
日
々
の
歩
数
等
の

デ
ー
タ
が
グ
ラ
フ
等
で
確
認
で
き
る
こ
と
に

▲こどもたちを見守るボランティアの方々

▲SDGs保育を進める町内の保育所

▲「吉富海岸清掃ボランティア活動」では、毎年町民の１割を超える参加者
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加
え
、健
康
コ
ラ
ム
や
健
康
レ
シ
ピ
、シ
ョ
ー

ト
ド
ラ
マ
が
閲
覧
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
自

然
と
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
送
る
よ
う
に
な

れ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
半
年
間
を
50
人
を

対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
と
し
て
い

ま
す
。効
果
検
証
や
事
業
見
直
し
を
し
た
後
、

今
年
度
中
に
本
格
実
施
へ
移
行
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
交
換
で
き
る
報
奨
品
に
つ
い
て

現
在
は
商
品
券
だ
け
で
す
が
、
町
の
特
産
品

や
町
内
で
使
え
る
食
事
券
等
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
増
や
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
財
源
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、
事

業
を
通
し
て
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

た
健
康
づ
く
り
・
健
康
管
理
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
一
小
さ
な
町
か
ら
発
信
す
る
、

未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

～
海
岸
再

生
か
ら
始
ま
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
・
吉
富
町
～

吉
富
町
は
、
一
級
河
川
の
山
国
川
と
二
級

河
川
の
佐
井
川
に
抱
か
れ
た
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
特
に
吉
富
海
岸
は
、
そ
の
遠
浅
な
地

形
が
生
み
出
す
独
特
の
環
境
を
持
ち
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
大
切
な
場
所
で
す
。

26
年
前
の
１
９
９
８
年
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
「
美
し
い
海
を
守
り
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
海
岸
清
掃
活
動
。
今
で
は
人

口
の
約
1
割
を
超
え
る
方
々
が
参
加
す
る
地

域
の
誇
れ
る
取
組
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ

る
17
年
も
前
か
ら
、
す
で
に
環
境
保
全
と
い

う
世
界
共
通
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
た
先

進
的
な
取
組
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
２
０
２
４
年
、
こ
の
長
年
の
活
動

と
町
全
体
で
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
室
の
取
組

が
実
を
結
び
、
吉
富
町
は
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
九

州
で
最
も
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
私
た
ち
の

町
が
、
環
境
保
全
、
脱
炭
素
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
お
い
て
、
全
国
の
模
範

と
な
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

の
で
す
。

吉
富
海
岸
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
と
し

た
私
た
ち
の
挑
戦
は
、規
模
は
小
さ
く
と
も
、

確
か
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
町
民
一
人

一
人
の
環
境
へ
の
想
い
と
行
動
が
、
26
年
の

時
を
経
て
、
国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
う

ま
で
に
発
展
し
た
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
吉
富
町
は
、「
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
町
」
と
し
て
、
地
域
の
個
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
未
来
づ
く

り
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
私
た
ち
の
経
験
と
知

恵
を
活
か
し
、
全
国
の
地
方
創
生
の
モ
デ
ル

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
を
創
る
、
人
に
寄
り
添
う
町
づ

く
り 

～
官
民
共
創
に
よ
る
新
し
い

吉
富
町
の
挑
戦
～

私
た
ち
吉
富
町
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
と
い
う
想
い
を
胸
に
、
経
済
産
業
省

の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ピ
ッ
チ
」
を
通
じ
て
、
新

た
な
町
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
高
齢
者
の

見
守
り
支
援
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
融
合
で

す
。
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
な
が
ら

も
温
か
み
の
あ
る
支
援
の
実
現
と
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
環
境

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
一
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
企

業
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
業
と
の
絆
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
実
証
実
験
か
ら
着
実
に
成
果
を
積

み
重
ね
て
い
く
方
法
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
お
け
る
貴
重

な
財
産
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

も
活
か
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
富
町
は
、
規
模
は
小
さ
く
と
も
、
未
来

に
向
け
た
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、「
人
」
を

中
心
に
据
え
た
温
か
み
の
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
伝
統
と
革
新
が
調

和
す
る
私
た
ち
の
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し

の
た
め
に
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
ま

す
。福

岡
県
吉
富
町

未
来
ま
ち
づ
く
り
課
・
福
祉
保
険
課

▲町には鉄道ファンを魅了する撮影スポットが沢山 ▲町全体でSDGs教室を進めます
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み
や
っ
ぴ
ぃ
・
み
や
ぼ
う

み
や
っ
ぴ
ぃ
・
み
や
ぼ
う

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
1
9
9
8
年
頃
に
、
木
曽
町
合
併
前
の
旧
三

岳
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
事
業
に
よ

り
誕
生
し
た
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
一
般
公

募
で
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
、
1
9
9
9
年
1
月

1
日
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は

名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
0
1
0
年

に
名
前
を
募
集
し
、「
う
め
み
ち
ゃ
ん
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。三
岳
地
区
に
は
か
つ
て「
三

尾
紅
梅
」
と
い
う
在
来
種
等
を
栽
培
す
る
梅
園

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
梅
の
花
が
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ッ
チ
リ
お
め
め
が
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
で
、
常
に
微
笑
み
を
絶
や
さ
な
い

の
で
す
が
、
身
体
（
着
ぐ
る
み
）
が
大
き
い
か

ら
か
、
こ
ど
も
た
ち
に
泣
か
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
と
か
。こ
れ
か
ら
も「
う
め
み
ち
ゃ

ん
」は
、ど
ん
な
状
況
で
も
明
る
く
元
気
に
、「
道

の
駅
三
岳
」
内
の
「
み
た
け
グ
ル
メ
工
房
」
の

宣
伝
部
長
も
兼
任
し
な
が
ら
、
木
曽
町
や
三
岳

地
区
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
に
三
宅
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た
「
み
や
っ
ぴ
ぃ
」

は
、
万
葉
集
に
三
宅
野
原
の
花
と
し
て
詠
ま

れ
て
い
る
町
花
「
あ
ざ
さ
」
と
赤
ち
ゃ
ん
が
モ

チ
ー
フ
で
す
。
頭
全
体
が
「
あ
ざ
さ
」
の
花
、

前
掛
け
は
「
あ
ざ
さ
」
の
葉
を
模
し
て
い
ま
す
。

一
方
「
み
や
ぼ
う
」
は
、
三
宅
町
出
身
で
、
福

祉
事
業
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
「
忍
性
菩
薩
」

の
生
誕
8
0
0
年
を
記
念
し
て
2
0
1
5
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。「
忍
性
菩
薩
」
に
憧
れ
て

い
る
男
の
子
な
の
で
、「
忍
性
菩
薩
」
が
大
切

に
し
て
い
た
“
福
祉
と
和
の
心
”
を
象
徴
す

る
「
折
り
鶴
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
袈
裟
を

身
に
着
け
て
い
ま
す
。「
み
や
っ
ぴ
ぃ
」
と
「
み

や
ぼ
う
」
は
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等
で
町
民
と
交
流
し

て
お
り
、
特
に
こ
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
気
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
三
宅
町
の
魅
力
発
信
の
た

め
、
町
内
外
で
ふ
た
り
仲
良
く
P
R
活
動
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

みやっぴぃ（写真右）：10月1日生まれのあ
ざさの花の妖精。やさしくて、無邪気な性格。
会った人を幸せな気分にするのが得意。みや
ぼう（写真左）：生まれも育ちも三宅町のや
さしい男の子。折り鶴が得意。頭に咲くあざ
さと丸くて大きなお花がチャームポイント。

3月20日生まれ。明るくて元気な親田
辛味大根の妖精。趣味は下條山脈ト
レッキングとうまいものめぐり。お気
に入りの赤いブーツで村内を歩き回る
のが大好き。「そばの城」のおそばと「う
まいもの館」の「よもぎっ娘」が大好物。

1999年1月1日生まれ。梅の花の妖精。ま
ろやかな性格の女の子。三尾紅梅を使っ
た「梅ワイン」が好物。特技は転がること
（怒られるので今は封印中）。趣味は寝る
こと（熟成が大切）。好きな言葉は意外に
も『ガッツ!!』。

下
條
村
観
光
協
会
が
、
長
野
県
の
補
助
金
を

活
用
し
て
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
を
企

画
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
誕
生
し
た
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
デ
ザ
イ
ン
と
名
前
を
村
民

投
票
で
決
定
し
た
の
ち
、
2
0
1
6
年
3
月

20
日
、「
道
の
駅
信
濃
路
下
條
」
に
て
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る

の
は
村
特
産
品
の
「
親
田
辛
味
大
根
」。
頭
に

は
、
村
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
の
花
と
村
名
産

の
「
そ
ば
」
の
花
、
そ
し
て
村
の
名
前
の
由

来
と
な
っ
た
下
條
氏
の
家
紋
「
三
階
菱
」
を

あ
し
ら
い
、
村
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
服
を
着

て
、村
特
産
品
の「
市
田
柿
」を
模
し
た
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み
や
文

房
具
等
の
グ
ッ
ズ
や
下
條
弁
（
飯
田
弁
）
満

載
の
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
老
若
男
女
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
か
ら

み
ん
」。
村
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
「
地
域
戦

隊
カ
ッ
セ
イ
カ
マ
ン
」
と
力
を
合
わ
せ
、
こ

れ
か
ら
も
下
條
村
の
P
R
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

か
ら
み
ん

か
ら
み
ん

う
め
み
ち
ゃ
ん

う
め
み
ち
ゃ
ん
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飯
綱
町
は
、
県
都
長
野
市
の
北
部
に
隣

接
し
た
人
口
１
万
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
で

す
。
平
成
17
年
に
２
村
が
合
併
し
て
、
飯

綱
町
に
な
り
ま
し
た
。

主
た
る
産
業
は
り
ん
ご
と
水
稲
を
中
心

と
す
る
農
業
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
農
村
地
帯
で
あ
り
ま
す
。
農
地
と

住
宅
が
点
在
す
る
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴

の
な
い
町
と
し
て
誕
生
し
た
飯
綱
町
で
す

が
、
合
併
後
10
年
を
経
た
平
成
27
年
頃
か

ら
、
飯
綱
町
ら
し
い
発
展
を
望
む
声
が
大

き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
地
方
創
生
事
業
」
が
始
ま
り
、
そ
の

基
本
的
計
画
で
あ
る
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
町
の
第
２
次
総
合
計
画
を
絡
め
な
が

ら
、
特
徴
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
柱
に
は
、
主
た
る
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
と
人
口
の
減
少
・
少
子
高

齢
化
対
策
を
位
置
づ
け
、
こ
の
大
き
な
課

題
に
取
り
組
む
象
徴
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
「
日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
」
と
「
日

本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
」
を
掲
げ

ま
し
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
第
２
次
飯
綱
町

総
合
計
画
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
も
掲

げ
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

10
代
か
ら
60
代
の
幅
広
い
年
代
層
か
ら
選

出
し
た
20
人
の
皆
さ
ん
で
検
討
し
て
頂
き

ま
し
た
が
、
男
女
の
比
率
も
半
数
ず
つ
と

致
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
第
２
次
総

合
計
画
は
令
和
８
年
に
は
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。

「
日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
」
で
す
が
、

り
ん
ご
は
町
内
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て

お
り
合
併
前
の
旧
三
水
村
で
は
、
全
国
の

生
産
量
の
約
１
％
に
あ
た
る
９
、
５
６
０

ｔ
を
生
産
し
話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
長
野
県
内
で
も
有
数
の
産
地
と
し

て
知
名
度
も
あ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、日
本
一
を
め
ざ
す
と
な
れ
ば
、

何
を
も
っ
て
一
番
と
す
る
の
か
。

試
行
錯
誤
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

加
工
品
の
研
究
の
中
か
ら
シ
ー
ド
ル
の
製

造
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で

は
、
サ
イ
ダ
ー
と
も
呼
ば
れ
食
前
酒
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
町
の
特

産
品
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
り
ん
ご
粉
末
を
原
料

と
す
る
リ
ン
ゴ
レ
ザ
ー
等
、
次
々
と
従
来

に
は
な
い
、
新
し
い
加
工
品
も
誕
生
し
て

き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
も
、
返
礼
品

と
し
て
り
ん
ご
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
り
ん
ご
に
は
、
味

は
良
い
け
ど
贈
答
品
に
は
向
か
な
い
、
通

称
「
家
庭
用
」
と
呼
ば
れ
る
物
が
一
定
割

合
出
て
き
ま
す
。
こ
の
り
ん
ご
を
、
光
セ

ン
サ
ー
で
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、「
感
謝

り
ん
ご
」と
し
て
返
礼
品
に
致
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
は
８
万
人
の
方
に
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
大
手

サ
イ
ト
の
り
ん
ご
部
門
で
は
日
本
一
に
な

り
ま
し
た
。

大
胆
な
目
標
を
掲
げ
て
ど
う
な
る
か
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
だ
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。「日

本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
」

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
状
況

で
す
。
飯
綱
町
は
20
～
39
歳
の
女
性
の
人

数
と
出
生
率
が
、
県
内
で
も
最
低
レ
ベ
ル

に
あ
り
、
女
性
に
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

長
野
市
に
も
近
く
、
通
勤
、
通
学
な
ど

に
も
大
き
な
不
自
由
が
な
く
、
教
育
や
医

療
、
福
祉
な
ど
の
生
活
環
境
も
整
備
さ
れ

た
飯
綱
町
に
な
ん
で
定
着
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
か
。
そ
ん
な
疑
問
に
立
ち
向
か
っ

て
き
ま
し
た
。

今
、
思
う
こ
と
は
、
子
育
て
や
教
育
、

生
活
の
支
援
等
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
層
充
実
し
て
い
く

こ
と
は
、
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
感
じ

ま
す
。
女
性
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な
価
値

観
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
中
、
結
婚
し
た

い
人
、
し
た
く
な
い
人
、
こ
ど
も
を
望
む

人
、
望
ま
な
い
人
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立

し
た
い
人
、
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
し
た
い
人

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
普
通
に
理
解
し
、

普
通
に
応
援
し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
社
会

を
作
る
こ
と
で
す
。大
き
な
課
題
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
本
年
は
飯
綱
町
に
と
っ
て
町
制

20
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
こ
の

町
の
豊
か
さ
と
輝
き
を
未
来
に
継
い
で
い

く
と
と
も
に
、「
こ
こ
で
暮
ら
す
幸
せ
を

実
感
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
・
日
本
一
女
性
が

住
み
た
く
な
る
町
を
め
ざ
し
て

峯み
ね

村む
ら

　
勝か

つ

盛も
り

長
野
県
飯い

い

綱づ
な

町
長
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　日々めまぐるしく変わりゆく国内外の情勢の中で、さまざまな行政課題について学び、施策を提案していく
ことが求められています。このセミナーでは、「まちづくり」というテーマのもと、各分野でご活躍の先
生方からご講演をいただき、改めて地域を見つめ直し、今後の地方行政に求められる役割を考えます。

全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、全国の市区町村長・副市区町村長等及び市区町村議会
議員の皆さまを対象にセミナーを開催いたします。

日　程 	
令和 7年４月 21日（月）～ 22日（火）
会　場 	
全国市町村国際文化研修所
（JR京都駅より湖西線約 15分　唐崎駅下車徒歩約３分）

対　象

市区町村長・副市区町村長及び部長級職員等、市区町村議会議員
２日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

講　演

4/21	「偽・誤情報問題～その現状と求められる対策～」
� 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター　准教授　山口　真一　氏
	 「地方行財政の課題」	 総務省総務審議官　原　邦彰　氏
4/22	「おにぎりから世界へ、次世代へ～地域資源の広げ方～」
� 一般社団法人おにぎり協会　代表理事　中村　祐介　氏
� 「地域の歴史・文化資源を活かしたまちづくり
	 　　～しあわせ実感都市瀬戸内市の取組～」
� 岡山県瀬戸内市長　武久　顕也　氏
受講料 	（来所）7,300 円

� 上記金額は、研修、宿泊、食事（朝食１回、昼食１回、夕食１回）、資料等にかかる費用です。
� なお、事前準備・事前学習及び最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

	 （オンライン）2,000 円　オンラインは、ビデオ会議システムZoomを使用します。
定　員 	（来所）170人、（オンライン）50人　（来所・オンラインともに先着順）
申込期限 � 令和７年３月 21日（金）
申込方法 	 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。
� 議員の方は、議会事務局を通じてお申込みください。

【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部

〒 520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目 13番１号　電話（077）578-5932
e-mail�:�kenshu@jiam.jp�������ホームページ　https://www.jiam.jp

令和７年度	
「第１回市町村長等・議会議員特別セミナー」のご案内
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